訪米日記

8月13日（日）出発
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　　AM10:37 羽田発。JAL#2は、不調？のためウェーキ島に立ち

　寄る。同日AM1:00 ホノルル着。約2.5時間遅れでサンフランシ

　スコ着。ここまではすべて日本語でOK、まだ米国へきた感はない。

　ここからアメリカンエアライン（A.A）へ乗り換え、シカゴで乗り

　換え。同日PM9:52 シンシナティ着。予定より５時間遅れとなっ

　た。AAに乗ってからはすべて英語となった。（同行の百瀬君との

　会話のみ日本語）

　AA254便 GEのエンジニアと同席、仕事や会社の話をする。

　AA718便 Navyの夫をもつというレディと同席、会話を楽しむ。

　　シンシナティでは、Mr.東条が出迎えており、またまた英語を

　用いなくてもOKとなった。

　　本日の終着はシェラトンギブスンホテル。今日は時計の修正

　5回食事も5回、一挙にここまで来るのはかなりカッタルイことが

　判明した。一晩寝ればケロリだろう。

　　東京－ホノルル間でHENNESSY３本購入　700円/本

　AA254機中のDrink/Scotch　2＄　いよいよ円が使えなくなった。

　Boy チップ　25￠。　Jetは快適、Turbo Prop.は振動および騒音

　大（シカゴ－シンシナティ間がそうだった）
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8月14日（月）

　　昼まで眠る。AM10:00 起床。12:00 チェックアウト　5＄60￠

　付近のCaféで昼食を摂る。おおむね2＄、ガックリくるほど量

　がある。

　　昼食後、シンシナティ社へ出向く。

　Mr.Gordon，Applegate, Dick, Beckettの各氏に会う。

　　スケジュールの打合せ後、Memorial Coin の交換を申し入れ

　てきた人があり、当方はオリンピックの100円玉、先方はケネ

　ディコインをくれた。　3:30 退社。

　　L.B.Harrison Clubへチェックイン。スカッとしたところだ。

　週20＄ Travelers Check で支払う。

　そのあとダウンタウンまで東条氏と行く。

　絵葉書 10枚41￠　切手13￠10枚，25￠4枚購入。

　　Barに入り、ビールを飲む、CASH即。

　ここで東条氏と別れ、残りのビールを飲みながら、隣の人と話す。

　まあまあ通じるようだ。Clubへバスで戻る。百瀬は方向感覚が

　非常に良い。迷子になる心配は皆無のようだ。[image: image3.png]



L B Harrison Club雑感

　　第一に印象に残ったことは、民主的かつ規律ある生活態度だ。

　皆がルールを守っており、その中で楽しく自由に暮らしている。

　会食、オリエンテーションがあり、おおむね生活様式がわかった。

　　第二はトイレにドアがないことである。前には洗面所がズラッ

　と並んでおり、顔をあらっている奴のケツを見ながら用を足す

　ことである。西洋式トイレならこそのことである。けっこう快

　適だ。ただし様式はフンバリがきかない。

８月15日（火）

　　8：30 シンシナティ社に出向く。Jack Applegateに会い工場

　見学。午後、見学の合間にGordonと作業について打合せ。

　　工場見学雑感

　　広大な敷地に近代的な工場と美麗なオフィスを持っている。

　更衣室も素晴らしい。食堂は街のカフェテリアとほぼ同等だ。

　椅子はテーブルに自在式（自由度１）に固定されているので、

　混乱することもない。またセクションによって時差があり混雑

　しないようになっている。同社には、労組はない。

　メインテナンスセクションは、やはり土日出勤、オーバータイ

　ムがある。残業は1.5倍、日曜出勤は２倍の割り増しとなる。

　　コントロールシステムを製作しているショップでは、配線を

　N/Cでやっている。つまりAcramatic makes Acramatic. だ。

　作業者はほとんど夫人である。完成したコンソールは、チェッ

　カーで自動で検査されている。

　　プリントカードも自社で製作しており、製造工程は化学工場

　のようだ。カンタリングコントロールには、IC が使われている。

　ここの組み立ては、主としてローヅケや半田付けだが、ほとんど

　夫人が働いている。

　　鋳物工場　27年前に造ったと聞いたが、実に近代的である。

　日本にもこれだけの設備を有した工場はほとんどないであろう。

　キューポラからの湯は、ノンストップで流れており、他の作業

　はすべてこれに同期している。品物は多様で多岐にわたっている。

　モールディングマシーン、ターンオーバー、ウォーターデバリン

　グ等は忘れられない設備である。

　　天井走行クレーンのスピードはべらぼうに早いが、作業者が常

　に注意しているので、事故はないようだ。

　溶解した銑鉄をこれで頭上を走らせるわけだから、一つ間違えば

　命取りである。注意をはらうのは当然だろう。

　　木型はすべてナンバリングされており、定位置がきまっている。

　定位置以外にはぜったいおかないそうだ。P.C.Sでコントロール。

　溶接工場、板金、木型等も、この工場に配置されている。

　　OFFICE

　　埼玉県庁をもうちょっと良くしたものと思えばいいだろう。

　Cimtrol Division のところは地下道もあり、東京駅の地下道を思

　えばよさそうだ。

　　1884 Room （1884は同社の創立年）

　　昔の工場、風景が再現された場所で、食堂があり、ゲストはこ

　こで、同社の重要な地位にあるものと会食する。

　われわれの席には、日の丸が飾ってあった。

　　人情等

　　非常にオープンであり親切だ。何度聞いても快く応えてくれる。

　わからないことは「知らない」。それだけで充分、くどくない。

　　工場間には、バスが定期的に巡回している。守衛はパトロール

　カラーの三輪車に乗って巡回している。ピストルをもっているが、

　きさくだ。帰途、スーパードラッグでコップ 18￠、灰皿 31￠。

８月16日（水）

　　今日からプログラミングの講習。

　８時５分前に出社。入口はまだ締まっている。「オイ！」と言った

　ら、おごそかに「Eight O’clock」と宣われ、しばらく待つ。

　時間の観念は、かなり厳しいようだ。

　　午前中に1回 10：00，午後1回 14：30にCoffee Break，

　約30分。講師　Don Lyon.

　午前中はこちらの質問攻めで参ったのだろう。午後からシンシナ

　ティ社唯一の日本人・福村氏をアシスタントにつけてくれた。今　

　後ズッとつけてくれそうだ。まさに天の助けだ。

　　講義が終わってから、日本料理の招待を受け、日光楼に行く。

　GordonとLyonが同行。スキヤキ、日本酒（賀茂鶴）、サッポロ

　ビール等を楽しむ。米も出たが、あまりうまくないので敬遠。

　　当地へきて食物が違ったが、便の色に変化はない。ただし大食　

　をすることと、様式トイレがフンバリの効かないことから便は日

　に３回は出る。（百瀬君も同様だった）

　　日本料理の後、Gordonがスーパーマーケットへ案内してくれる。

　彼は日本で会ったときより、はるかに元気で、また日本語の辞書

　や会話のテキストをもって、我々を飽きさせない。

　　Shilton’s Market で半ズボン 4＄、ベルト 3＄、（tax3％）を　

　L.B.Harrison Club 用に購入。帰途、Lyon の家に招待される。[image: image4.png]



　シンシナティ本社

8月17日（木）

　　講習2日目。今日は朝から福村氏が付き添う。サンプルパーツ

　によるプログラミングの練習がほとんどだ。講義を受けている他

　の連中も親切で、時々話しかけてくるが、GordonやLyonと同じ

　ようにはうまく意思疎通ができない。まあ根気の問題だ。

　　帰途、Don SmithにL.Bまで送ってもらう。Dickを紹介される。

　Smithはオハイオ大学の学生で、現在、シンシナティ社に実習に

　きている。米国の工業系の学生は、実習をやりながら、時々学校

　へ行っている。（金のある奴は別のようだが）

　　彼もL.B（room355）に住んでいる。シンシナティ社のシムト

　ロールデビジョンにいる連中は、幹部候補生であり、試験があっ

　てひじょうに厳しいそうだ。A～Fまでランクがあり、すべての項

　目でB以上が要求され、かつ大学の成績が落ちると蹴落とされる

　そうで、エリートになるのも苦行のことらしい。彼らの就業時間

　は、7：30～17：00，昼休みは30分である。

　　シンシナティ社は、時間中の喫煙はOK，各種の自動販売機が、

　各所に設置されており、使用は全く自由である。

　　今日は8時近くまで眠ってしまった。朝飯をとらず飛び出し、

　かろうじて遅刻はまぬかれたが、皆すでに来ており待たせたよう

　だ。

　　宿題がゴテッと出た。今やり終え、日記を書いているわけだが、

　時刻はすでにpm11：00を過ぎている。当地はサマータイム（1H

　早い）と相俟って緯度が違うせいか、pm9：00近くまで明るい。

　つい寝床に入るのが遅れがちとなる。またベッドはなれないせい

　か、よく眠れない。洋式トイレは何とか慣れたので、次はベッド

　に慣れよう。

8月18日（金）

　　プログラミングの講習最終日。昨日の宿題を中心にディスカッ

　ション。昼食は1884Roomで摂り、本日、プログラミングの講習

　を終了することを紹介される。

　　午後、ふたたびディスカッション。コーヒーブレイクの時に、

　メインテナンスコースの講師・Don Holt を紹介される。プログラ

　ミングコース終了後、彼からマニュアルを渡され、読んでおくよ

　うに言われる。厚さ3cm、ウ～ン！

　　LBに帰ってからプールを楽しむ。玉つきの一種だが、隅にポケ

　ットが4、両サイドに2ケあり、15ケのボールをポケットに入れ

　るゲームだ。Eight Ball のやり方を教わる。約1.5H 百瀬とゲー

　ムをする。Tim が挨拶してきた。何と言ったかわからないので、

　聞き返したら「How are you？」と言ってんだと言われた。声をか

　けられたら、すかさずHello! がでるようにしよう。

8月19日（土）

　　今日は最初の休日である。ダウンタウンへ買い物に出かける。

　郵便局へ行き、封筒を買う。本屋でレターペーパーを買う。それ

　からレストランへ行く。昼食約2$。

　　AAL のインフォメーションデスクで、今後の予約をし、LBに

　戻る。家と会社あて手紙を書き、プールゲームをする。

　　8：30pmスコシ潤滑油が切れたようなので、バーへ行く。

　Jamesと知り合う。酔っ払いは日本も米人も同じで愉快である。

　子供が13人いること、今のワイフが2人目で、教会は嫌いなこと

　を懸命に話してきた。神が彼の最初の妻や子供をお召しになった

　ことが気に入らぬらしい。「What can I say」と言ったら、「何も

　言わなくていい」というから、おとなしくしたら非常に喜んだ。

　　この辺で誤解したら一発喰らうところだ。酔っぱらうと、チョ

　ッとのことで、ケンカが始まるから、日本同様、気を付けねば。

　　彼は話題を変え、「我々は友達になった」ということで乾杯。

　彼の妻や子供を紹介される。このバーは、ミニボウリングのレー

　ンがあり、家族で楽しめるようになっている。妻が日本の金をみ

　たことがない、というので、次回持ってくることを約束。彼は給

　料のカードを見せて、週給272$＋αだと説明してくれた。

　　1週間すごした実感では$＝200円くらいだから、実質週給54

　千円・月給22万円といったところか。為替レートでは月給約40

　万円ということになる。かれは45才だから、かなり高給と言える

　だろう。彼はなかなか親切で、buddyとはポン友であるとかスラ

　ッグを教えてくれた。再会を約し別れる。

　　英語をしゃべるのは、カッタルイがとにかくやらねばしようが

　ない。時がたてば自然になるだろう。寝るか!!

8月20日（日）

　　午前中2H予習。11：30からLBのStag Picnic に出かける。

　場所，St. Francis.　教会の庭園である。庭園とはいえ、およそば

　かでかい。当社のグランドが3～4ケ入るだろう。カルロスの車で

　行く。マリオも同乗。百瀬はJim’s car。

　　ソフトボール、アートミサイル、馬蹄投げ、綱引き、一本足レ

　ース（袋に入ってジャンプしながら進む）、3 Legs race、徒競走、

　バレーボールスイミングetc多彩だ。

　　食事は庭園の中に、校舎のような建物があり、LBのコックが

　中で料理したものを摂る。うまい!!　ビール、Drinksが飲み切れ

　ないほど用意してある。

　　皆が全く自由にやりたいことをやる。楽しい!!

　　ソフトボールは、ときどきもめた。日本と変わらぬようだ。

　プールは実に綺麗である。花壇に囲まれ透き通るようなブルーだ。

　Pm6：30からBINGOがはじまる。25￠だしてやってみる。どう

　いうわけかついていた。2回winnerになる。KENT　1カートン、

　5$のサイフをいただく。25￠が30倍以上になったわけだ。帰りに

　ラスベガスでも寄るか！

　帰途、Eden Parkを見る。見たことがない、といったらカルロス　

　が連れてってくれた。まったく親切な連中だ。LBに入る前に、コ

　ーヒーショップへ。カルロスはエンジニア、紙や石鹸を造ってい

　る会社に勤めている。31才。子供が3人いるそうだ。

　マリオは学生。IBMへ行っている。
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8月21日（月）

　　今日からメインテナンスコースが始まった。

　講師は、Don Holt，マシーンガンのようなスピードで喋り捲る。

　内容は、先週の復習も含めており、比較的やさしい。宿題にガッ

　サリ読んどけと言われる。

　　東條氏来社、Shellaton Hotel で6：30pmに会う約束をする。

　LBまで福村氏が車で迎えに来る。彼の奥さんも一緒だ。なかなか

　チャーミングで、よく肥っている。

　ホテルのなかのKon-Tiki というレストラン（ポリネシア料理）

　で会食。三菱電機・福岡の国崎氏も同席。9時pmまで。

　　帰途、小高いところから夜景を見る。キレイだ!!

8月22日（火）

　　さすがにメインテナンスコースは難しい。富雄も初めて受けた

　ので分からないらしい。。単語の意味を教わったり、質問するとき

　の補助程度になる。しょうがない、図面とインストラクションを

　見比べ、講師の説明を真剣に聞く。

　　LBに戻ってから洗濯屋に行く。Automatic Laundryでセルフ

　サービスだ。10￠コインを使って洗濯機を回し、終わったら乾燥

　機にぶちこむ。約45分要した。運よくLBの連中がきてたので、

　使い方を教わる。

　　LBに戻り、10：30まで、百瀬と今日のところを復習する。

8月23日（水）

　　講習中、面白いことに気が付いた。精神統一をすると、Holtの

　講義が日本語で聞こえてくる。電子/電気回路図面に用いられてい

　る記号は、特殊なものを除き、日本と同様だからだろう。

　まさに図面は、Common Languageだ。

8月24日（木）

　　講習終了後、メインテナンスコース受講者全員が、ドイツ料理

　屋・Zimmerに招待される。アルコール類はすべて自家製とのこ

　と。マティニーを飲む。いつもと味覚が違う。まずくはない。

　　連中も猥談は好きらしく、話がはずんだが聞き役、かつタイム

　ラグはさけられない。

　　LBに戻ってからバーへ行く。百瀬は調子が悪いというので一人

　で行く。ビール３本かたずけて御帰館。戻ってから百瀬と今日の

　ところを復習。01：30就寝。

８月25日（金）

　　最終日、昼休み、1884Roomで卒業式。Boeing社の日本人２世

　に会う。Mr. Sudo and Mr. Imori だいぶ日本語に影響をきたして

　いるが、我々の英語より、はるかによい。

　　午後からテスト。寝不足と飲みすぎで調子はよくない。まるで

　英語の試験みたいだ。「Is this language test?」とつぶやいたら、

　笑いがおこった。まー、70％以上はマークしたろう。

　　テストが終わった順にHolt に挨拶して帰っていく。全員が終わ

　ったので、Holt にメインテナンスキットのデモンストレーション

　をリクエストする。オーバータイムにもかかわらず、テストルー

　ムでこちらの要望通り、親切に実演してくれた。

　　Tomio の家に招待される。8/12に結婚したばかりの義理の兄弟

　が来ており同席。日本に２年、米軍基地に勤務していたそうだ。

　７月の最終日曜に戻ったばかりだそうだが、日本語はまるでパー

　だった。

　　10：30pm　Tomio一家が車で送ってくれる。シンシナティ大学

　の構内をぐるぐる回って戻ってくる。広大で実にすばらしい設備

　だ。

　　Tomioの週給は125～150$。24才。年齢相応といったところか。

８月26日（土）

　　午前中休出。Al Gibson，Gordon に合い、来週の打合せをする。

　Gordon からParts list catalog をもらう。来週加工する部品（シ

　リンダーヘッド）のテープをつくる。

　　戻ってからプールゲーム。Ashok が入り３人でプレイ。

　ダウンタウンへAshok の車で行く。Window shopping

　百瀬と1:00amまで後半の日程を打合せ。

８月27日（日）

　　12：00起床。寝すぎたので冴えない。頭がボーッとしたままだ。

　昼食を摂りに行く。LBの規定では日曜の食事は正装になっている。

　皆、正装できていた。

　　ダウンタウンへ行きバーへ。21才未満は許可されてない。この

　前いったバーでは、21かと聞かれた。道理で!!

　日曜の為、店はほとんど休んでいる。人気もあまりない。全く淋

　しいものだ。橋を渡ってケンタッキーまで行く。パッとしない所

　だ。郊外のせいだろう。今日の気候はまるで秋のようだった。赤

　シャツだけで行ったが寒かった。
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８月28日（月）

　　8：00出社。百瀬はGibson とテープづくり。俺はGordon と

　今週の打合せをする。

　　10：00頃から現場でオペレーションの説明を聞き、実際にセッ

　トアップの練習をする。

　　昼食後、Gordon の車で付近をドライブ。帰社後、シンシナテ

　ィ社のリザベーションデパートメントで、帰りと連休の飛行機・

　宿の予約を依頼する。

　　米国の車検は半年に１回あるそうだ。費用は1.6$位。非常に安

　い。検査はInspecter が車を持っていき、オートマチックに行う。

　　シンシナティ市は検査がうるさいので、Tomio は他の市へもっ

　ていくとのこと。ナンバープレートは年１回交換で色換えをする。

　その時に金をとられる仕組みだ。

８月29日（火）

　　Al Gibson がT.Pを持参、略図を描き、加工のトレーニングを

　行う。一日中、加工の練習をした。割と簡単にオペレーションは

　マスターできた。
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　　退社後、Gordon, Gibson, Boeket, Yuasaと夕食を摂る。

　食後、ナイターを見に行く。キレイな球場だ。ゲーム開始前に全　

　員起立、国歌吹奏。

　　バッターボックスにバッターが入る時、進軍マーチが鳴り、一

　斉に掛け声がとぶ。野球の歌が時々かかる。音響効果が良く、楽

　しい雰囲気だった。

　　帰りにS Gibson Hotel 内のバーへ立ち寄り、軽く飲む。こちら

　の習慣はほとんど深酒をしない。食前にカクテルを一杯。帰りが　

　けにまた一杯程度で健康的だ。

８月30日（水）

　　今日は機械組み立て工場を全部案内してもらい、構造調査を行

　う。丹念によく教えてくれた。CIM-Xは、ユニットごとに分散さ

　れており、各ユニットごとに組み立ての状況が見られるので、非

　常にわかりやすい。またこちらの質問がなくなるまでよく聞いて

　くれた。Thanks!!

　　午後、電装担当から説明を受ける。メインテナンスコースで聞

　いた内容と実際とは、若干違う面もあるようだ。話のついでにお

　互いの歳を聞いたら、４人とも全く同年齢（28才）、これには皆お

　どろいた。先方は、こちらを24、こちらはむこうを30以上とみ

　ていたのだ。再び、CIM-trol division を見学し戻る。

８月31日（木）

　　今日はまるで晩秋のような陽気だ。むしろ寒いくらいだった。

　Gibsonも今年の天候は、例年と違い、気温が低く、過ごしやすい

　夏だと言っていた。

　　定刻に会社に行き、予定通りAcramatic Controlの最終調整工

　程を実習する。一日中、調整作業を行ったら、身体が冷えて腹が

　へんになった。（下痢にはならなかったが）

　　昼休み、Shaffle Boardをする。実にユーチョーなゲームだ。こ

　ちらの昼休みは30分間だが、実質１時間休む。全く暢気なもんだ。

　　今日の講師は、Joe，Tom両氏で実によく教えてくれた。Joeは

　赤川氏を覚えており、会ったら「ヨロシク」と伝言を頼まれた。

　　退社後ダウンタウンへ行き、連休（9/2～4）のスケジュールを

　AALのフロントで打合せ。切符を買い、リザベーションをして帰

　る。9：30pm頃、東條氏より電話が入る。今後のスケジュールを

　打ち合わせる。

９月１日（金）

　　朝、Gordonと打合せ。Cumminsの見学を依頼していたが、棚

　卸のため、見られないとのこと。残念!!

　　Gibsonとネームプレートを造る。アルミのプレートにJA1CDC

　の彫刻を指示したテープで加工する。いい思い出になった。

　　昼食は1884Roomで摂る。Haroldから卒業証書を渡される。

　Dick，Boeket，Gordon，Gibson，等より「オメデトウ」と日本

　語で言われる。感激!!

　　帰りに福村氏に会い、世話になったお礼をする。

　GordonとGibsonに送られ、いつの日か再会を約し、5時7分前

　に辞去。GordonからIntegrated Circuitのタイピンをもらう。

　ラスト２のもので、もうあげられないとの由、まことに欲しかっ

　たものなので、とても嬉しかった。

　　ダウンタウンへ行き、TWAとAALのフロントで路線変更の旨、

　申し出る。TWAの方は、Ozark Airlineへのコネクションがない

　ので、シカゴへ行ったとき、チケットのチェンジをするよう言わ

　れる。帰りの国際線のリザベーションについてはＯＫとなった。

　　AALの方は、ナイアガラ行のチケット変更は簡単に行えたが、

　若干の手数料が発生した。

9月2日（土）

　　３日間にわたる連休の幕開け。

　8：30 LBをチェックアウト。House Committee と握手をし、

　「See you someday.」ということで別れる。

　路上でタクシーを探していたら、Mario兄弟がやってきてダウン

　タウンまで送ってもらった。
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　　10：50発AAL#778でバッファローへ。この辺は全く気流の悪

　い所だ。ゲッというほどアップダウンをくらった。

　　AirportよりタクシーでHoliday Innへ。今日の終着。寒い。

9月3日（日）

　　バスでダウンタウンへ出る。そこからGray Houndのバスター

　ミナルへ行き、NIAGARA Fallまでのルートチケットを買う。

　約１時間で終着NIAGARA Fall Stationに到着。そこでIBMに勤

　めている西岡氏と知り合う。一緒に行動し、お互いに写真を撮っ

　たりしながらカナダ側へ入る。

　Checkはいとも簡単、２～３時間観光するだけだと言ったらOK。

　　旅行案内書にもかいてあったが、カナダ側から見るほうがはる

　かに素晴らしい。展望台に上がり写真を撮る。外人のもっている

　写真機はオモチャのようなチャチなものが多い。まさに日本のカ

　メラは世界一だ。

　　　アメリカ側からの眺め、水量に圧倒される
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　　　カナダ側からの眺め、まさに馬蹄形フォールだ　
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　　カナダの公園は、非常に美しい。カラフルで芝生の手入れもよい。

　USAと変わらない。再び米領へ。このCheckもいともカンタン。

　「チョッと景色を見てきただけだ」でOK。

　　それでも引っかかる人がいて、追い返されていた。やはり国境

　を越えるのは楽じゃないらしい。西岡氏とここでわかれる。

　　バスの時間を調べ、夕食を摂り、時間を過ごす。

　再びバスで帰路につく。ダウンタウンで乗り換え、宿に戻る。

　HennessyとJohnyWalkerで乾杯。

9月4日（月）

　　今日はLabor Dayで休日。朝起きたら頭が痛い。どうやら昨夜

　のヤツが効いたらしい。12：00まで眠り、それからCheckout。

　朝昼兼用の食事を摂る。

　　Holiday Innのサービスで空港までVWのワンボックスカーで

　送ってもらう。再び、AALのジェットでChicago O’hareへ。体

　調不良のためカッタルイが我慢する。Air portからHotelへTEL.

　出迎えを頼んだら、待ち合わせ場所を１階まちがえていきちがい。

　１時間ほどバカヅラをする。シャクなので、Aragon MotelへTEL.

　ワンボックスカーで迎えに来た。空港より５～６マイル、6:30pm

　チェックイン。

　　晩飯を食べに行ったら、食堂は２週間ほど休みなので、前のホ

　テルで食べてくれと言われる。そこの料理は、この辺では一番う

　まいんだと言ってくれた。

9月5日（火）

　　シカゴのダウンタウンを百瀬のいとこ・新井氏に案内してもら

　い、ついでにJALで路線変更の手続きとSandstrandのアポイン

　トをする。Ozark Airline，Northwest Airlineで、今後の訪問地

　までのリザベーションをする。

　　さすがに大都会、シンシナティより、はるかにスケールが大き

　く、かつ人人人…である。デパートや土産物店に案内してもらう。

　Marina cityを見物。トウモロコシとアダナをつけてやった。
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　ディナーに、スウェーデン料理をご馳走になる。魚が非常に美味

　い（酢で〆たものや生魚、海鰻etc）。バイキングスタイルだった

　ので、３回たった。帰途、新井氏のお宅を訪問。

　　再びトランクの詰め替え等、出立の用意。就寝は12：30。

　明朝5：30モーニングコール、6：00 Checkoutの予定をフロント

　に言い寝る。

9月6日（水）

　　予定通り起床。6：30am空港へ行く。

　Ozark AirlineでRockfordまで飛ぶ。空港からSandstrand社へ

　TEL。朝食を摂る。

　　Mr.Ballが車で迎えに来た。
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　　飛行機が約30分遅れたため、Mr.Ballは定刻に出迎えにきてい

　たのだが、降りてきたのは１人だけだったので、一旦帰ったとこ
　ろだったとのこと。

　9：30工場につき、OmniMillを見る。

　OmniMillを製造している工場は、N/C専用工場で、多数のN/C

　Machineが並べられていた。納入先は、ほとんどが航空機メーカ
　ー、次が自動車会社という感じだった。

　　見学後、Programming，構造等についてQ&A。

　自社製のN/C Machineをフルに使いこなし、生産しているため、

　工具室はN/C用に考慮された方式をとっている。Set Up専用の

　Equipmentを使い、作業者が段取りの手間をなるべく少なくする

　よう考慮されていた。Programmingは専用の言語を使っている。
　　Control；GE Mark Century or Bendix Dynapath

　　Positionning；Resolver 10pole　２相 Analog

　　Movement；DC motor Yasukawa Denki

　　　　Tachoでフィードバック・スピード制御　５軸

　　用途；主体はタービンケース、Machine Parts多数、特に多面

　体で、Milling，Drilling etcの複合加工に適す。

　　昼食を摂り、Movie・OmniMill Single Manufacturing Lineを

　見る。日本でも見たが、百瀬氏は見たことがないのでつきあう。

　途中で時間になったので、残念ながら同社を辞去する。

　　Rockford－Chicago間は、まことに交通がよくない。飛行機は

　早朝および夕方遅くしかない。Sandstrand社の好意でO’Hare 

　Fieldまで車で送ってもらう。いい道だ。

　　Airportのトイレで東條氏とバッタリ出会う。Chicagoはセマイ

　ネ～と、お互いに大笑い。

9月7日（木）

　　Gidding Lewis社訪問
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　　North centralでOshkosh Airportまで飛ぶ。Mr.Baurが出迎

　えており車で宿へ。Club101でDinner．
　・Davis divisionで工具の製作・管理をしている。

　　３軸制御は作業者の負担が激減し、M/Cの稼働率を上げること

　　ができる。ただし、プログラムは繁雑になる。

　　N/C Machineの設置台数が増加した場合

1. プログラムはコンピューターを使う必要がでてくる。

2. 工具の管理は、集中的にやる必要がある。

　　　工具の調整は、作業者がやらなくてよいレベルにすれば、

　　　稼働率は非常に上がる。工具自体のデザインも根本的に見直

　　　すことが必要。Davis divisionは、この種の問題解決に良いヒ

　　　ントとなった。　

・Davis divisionでは、Control syatemのA'ssy，Adjustmentも

　行っている。CheckerはCMMCoとほぼ同様なダミーを使用。

　　Induct Synも自社で作っている。４坪くらいの小さな部屋で、

　顕微鏡を覗きながら造っていた。出来上がったInductsynの櫛歯

　の様子をよく見ると、ヘニョヘニョしており、たいした精度はで

　そうもないのだが、それで0.15μ代の精度がでるそうなので、こ

　れにはまいった。

・M/C本体

　組み立て工場は別のところにあり、やはり航空機メーカーに納入

　するバケモノ級の機会を組み立て中だった。ここでもやはり部品

　加工には、自社製のN/C Machineをふんだんに使っていた。

　61種のToolをAutoChangeするATCは、なかなか壮観であった。

　Ball Screwも同社で作っていた。

・Positionning System

　Elec－Hyd Servo systemを採用しており、Hyd Motorで各軸を駆

　動、Pulse Generaterをモーター後部に取り付け、デジタルでおお

　よその所までもっていき、そのあとInductsynに切り替えてアナ

　ログ制御をしている。Feedbackをテーブルから直接とっており、

　精度的には今まで見てきたものの中で、最もよいと判断される。

　　昼食をGolf場のClubで摂る。全くのどかだ。

　ここでGidding Lewisの社長と副社長に会う。二人ともとても気

　やすい人だった。

　　見学中に大阪の見本市であったニン・フィルセン氏に会う。

　7：30pm 再びOshkoshよりO'Hare Fieldに戻る。今日の終着は

　Howard Johnson's Motor Lodge。旅館ではじめてパスポートの提

　示を求められる。ヤナ感じだ。ま～いいか。
9月8日（金）

　　Chicago O'hare FieldよりSanFranciscoへTWAで飛ぶ。

　13：20 Cisco着。日本人がたくさんいて日本語が通用する。

　日本がだいぶ近づいてきたことを感じる。

　　Jal１便でHonoluluへ。14：58着。時差の関係で本来ならすで

　に7:00pmで薄暗くなっていいはずだ。ところがドッコイ。ズッ

　と太陽を追いかけていたので、ほとんど時間がたたなかったわけ

　だ。

　　Jetの旅は快適だった。ホノルルからワイキキビーチへ。
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　Hawaiian Village Hilton HotelへCheckin。外人であろうがなか

　ろうが、何か聞くときは、まず日本語で言い、必要な時だけ英語

　を使えばすむようになった。もっとも英語を使わなくても日本語

　でギャアギャア言っていれば、日本人の従業員が飛んでくるわけ

　だが、そこまでやる必要もない。

　　途中、百瀬君の知り合い渡辺氏にCiscoで会い、ホノルルまで

　一緒に来てホテルでわかれた。

　　着かえてからさっそく海へ入る。波は静かだ。レストランへそ

　のまま入ったら、ガードマンが次に来るときは靴をはいてこいと

　宣われた。ホテルでくつろいでいたら渡辺氏からTEL。明日 小田

　氏の車で、ハワイ見物をしないかとのお誘い。即ＯＫ！

　　明日はレンタカーでまわる予定だったが、この分だと国際免許

　は、未使用となる可能性大だ。
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9月9日（土）

　　9：30に小田氏が来るので、8：00起床、朝食を摂り、ロビーで

　待つ。渡辺氏と小田氏がOldsmobileでやってきた。夫人も一緒で

　ハワイの要所要所を案内していただく。

　　火山地帯のため、岩場の多い浜辺があり、ポッカリ穴のあいた

　ところから、海水が時々温泉のように吹き出る。名物になってい

　るそうだ。あまり出ないそうだが、どういうわけか今日はバンバ
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　ン出た。Thanks!!
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　　　渡辺氏と小田夫妻

　　水が下から上へ流れる滝がある。ところ変われば品変わるとは

　よくいったものだ。その理由は、強烈な風が下から上へ吹き上げ

　ているので、水は上へと雲散霧消。太陽に当たると、キレイな虹

　ができるそうだ。

　　Pali roadの見晴らし台は、一年中烈風が吹きまくっている。

　我々が行ったときは、ふだんより強かったようだ。歩行が困難に

　なり、チョッと気を抜くと吹き飛ばされてしまいそうだ。駐車中

　の車がフワフワ動いている。見晴らし台から飛び込むと、人間が

　上空へ舞い上がり、山の上までいってしまうそうだ。歩って見て

　よくわかった。歩くなんてものではない。やっと動いていくのが

　いいところだ。

　　午後からワイキキビーチで泳ぐ。約2.5H。適度に日焼けしたと

　ころで小田氏の家へ戻る。シャワーを浴び、夕食、バイキング。

　食後、フラダンスショーを見る。フラ以外にもいろいろなショー

　がある。３～４歳の幼女がフラを踊るのがみものだった。

　8:00pmにショーが終わり、再び小田氏宅へ。仕事はゴルフ場のマ

　ネージャー。ハワイアンサーフホテルを経営している兄弟がいる

　ことや、芸能関係の人との付き合い、日本人会の役員とか幅の広

　い人らしい。アルバムやスクラップブックを見せてもらい、10時　　

　過ぎ辞去。
9月10日（日）

　　いよいよ日本へ向けて出発する日がきた。

　ホテルの土産物店でスライドやカレンダー等を買う。

　10：30 Checkout。２日で22$強だった。英語で話すのもだいぶな

　れたが、もう１ケ月もいれば全く不自由しなくなるだろう。

　　11：00小田氏夫妻と渡辺君が迎えに来る。空港まで送っていた

　だく。入り口で小田夫人からレイを贈られ、頬にkiss、Aloha!!

　　12：25搭乗。小田夫妻と渡辺君がゲートの上から手をふってい

　る。小田夫人は、いい友達ができてうれしいといってくれた。こ

　っちは全く面倒ばかりみてもらい、最後の最後まで面倒をみても

　らった。ハワイで、かくも歓迎されようとは思ってもみなかった。

　いい思い出ができたものだ。

　　飛行機に乗り込む。窓からのぞくと、まだ皆さんがいる。窓の

　ところでレイをしばらくふっていたら、気が付いてくれしきりに

　手をふってくれる。やがてジェットエンジンの豪快な音が響き、
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　想い出多い米国を後にした。（完）
